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ま ち の わ だ い

“体験交流工房わらし”での ふるさと体験

サマーフェスティバル in 清水

およそ 400 年の歴史ある「保田紙（やすだかみ）」は、あらぎ島を開いた大庄屋 笠松左太夫により、
清水で広められた手漉（てす）き和紙です。この保田紙を使って、「うちわ作り体験」「あんどん作り体験」
ができます。しみず温泉の近くですので、温泉にお越しの際は、歴史ある手漉き和紙の風合いに触れて
みてはいかがでしょうか？　「紙すき体験」（表紙写真）もできます。

問い合わせ先：体験交流工房　わらし　有田川町清水 1218―1　☎ 0737-25-0621

「サマーフェスティバル in 清水」が 7 月 27 日（日）ふれあいの丘スポーツパークで開催されました。参加
団体による特産品販売、世界の昆虫展、鮎のつかみ取り、和紙・木工体験、烈車戦隊トッキュウジャーショー、
くまモンショーなどイベントも盛りだくさん。家族みんなで来られ、大人も子どもも楽しんでもらえるイベント
になりました。

和歌山県のゆるキャラ 1番を決める「ゆるキャラ ® 大賞」では、初代チャンピオンに JA 紀北かわかみの「か
きたん」が選ばれました。
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ま ち の わ だ い

昨年 11 月 8 日（金）に開催された「第 19 回全国棚田（千枚田）サミット」において、事例発表をして
いただいた県立有田中央高校の農業クラブ、高校生校内模擬カンパニー「アグリ☆スマイル」がこの度、
全国の高等学校としては初めて棚田学会賞を受賞し、8 月 1日（金）東京三越劇場で開催された棚田学会
大会で授賞式が行われ、農業クラブ代表の伊藤大地くんと顧問の上岡教諭が授賞式に出席しました。

同校農業クラブは、平成 21 年より地元畦田地区での米作りを通じ、地元住民や近隣小学校とも連
携した活動を始め、平成 23 年度には、地元特産品を使い地域が笑顔になり、食と農が繋がり活性化
になるものが無いかという考えから、6 次産業化のモデルプランとして、町の特産であるミカンと山
椒を使い「七味唐辛子」の研究・開発を始め、地元飲食店での試験的な取扱いを経て、商品化にも成
功しています。近年は、原料となる唐辛子も中山間地の耕作放棄地での栽培に手掛け、クラブの名称「ア
グリ☆スマイル」の通り、自分たちの活動が笑顔を呼び、学校を、地域を、そしてふるさとを笑顔にし、

「地域に愛され地域の期待の星」になるため、活動を続けています。

有田中央高校 農業クラブ 棚田学会賞受賞!!
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第 25 回和歌山県消防ポンプ操法大会が、7 月 27 日（日）、田辺市の大塔中学校で開催されました。
競技はポンプ車の部と小型ポンプの部の 2 種目で行われ、消火活動に使用する小型ポンプやポンプ車
の操作の速さと正確さを競いました。

有田川町からは清水支団第 2 分団が小型ポンプの部に出場。大会に向けて練習を重ね、本番当日は
成果を披露しました。

今後も消防活動にご尽力くださいますよう、よろしくお願いいたします。

7 月 18 日（金）有田川町役場吉備庁舎前の駐車場でスズムシ愛好会（藤岡昌三会長）がスズムシを
放虫しました。スズムシやホタルの棲む環境の良い町。住みたい町、嫁に来たい町、ナンバーワンを
目指してこの活動をつづけていきたいとの事でした。立派な羽が生え、スズムシのきれいな鳴き声が
聞こえてくるといいですね。

ま ち の わ だ い
第 25 回 和歌山県消防ポンプ操法大会

スズムシ 1万匹放虫
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7月6日（日）平成26年度有田川町ドッジボー
ル大会が行われました。どの試合も子どもたち
の、パワーが伝わってくる試合でした。激戦を
勝ち抜き、見事優勝したのは「高瀬チーム」で
した。

来年も、みなさんの出場をお待ちしております。

木根 照男さん［糸川］

KIBI-jr クラブ男子が 7 月 19 日（土）～ 21 日
（月）に開催された、第 15 回和歌山県夏季ミニ
バスケットボール大会で優勝しました。本大会
で優勝しましたので次は全関西の交歓大会です。
優勝目指し、がんばれ！

金屋町立北小学校長を務められ、校長として
在職中には校舎改築を実現され、へき地教育振
興のために尽力されました。退職後は吉備町選
挙管理委員を永らく務められました。

ミニバスケ男子優勝

瑞宝双光章受賞

有田川町ドッジボール大会

100歳
おめでとうございます津呂 亀藏さん（88）［下津野］
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健康みちしるべ
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毎
年
9
月
24
日
～
30
日
は
結
核
予
防
週

間
で
す
。

結
核
は
昔
の
病
気
と
思
っ
て
い
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
も
国
内
で
年
間

2
万
人
以
上
が
発
症
し
て
い
る
現
代
の
病

気
で
す
。

■
結
核
と
は

結
核
菌
に
よ
っ
て
発
生
す
る
感
染
症
の

一
つ
で
す
。

空
気
感
染
を
お
こ
し
、
一
般
的
に
は
肺

の
内
部
で
増
え
て
、
咳
、
痰
、
呼
吸
困
難

等
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
肺
以
外
の
腎
臓
、
骨
、
脳
な
ど
体
の

あ
ら
ゆ
る
部
分
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
と
は

子
ど
も
の
こ
ろ
に
受
け
る
結
核
の
予
防

接
種
の
こ
と
で
す
。
二
の
腕
に
注
射
の
跡

が
残
っ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。
日
本
で
は
、
生
後
1
歳
ま

で
の
赤
ち
ゃ
ん
が
全
員
予
防
接
種
の
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。
B
C
G
は
乳
児
期

の
結
核
感
染
予
防
や
重
症
化
の
予
防
効
果

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
成
人
に
な
る

ま
で
予
防
効
果
を
持
続
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
結
核
に
感
染
す
る
と
・
・
・

結
核
に
感
染
し
て
も
、
す
ぐ
に
発
症
す

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
で
体
力

が
あ
れ
ば
、
通
常
は
免
疫
機
能
が
働
い
て

結
核
菌
の
増
殖
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
栄
養
状
態
が
悪
か
っ
た
り
体
力
が
衰

え
て
き
た
り
す
る
と
、
結
核
菌
に
免
疫
力

が
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。
と
く
に
高
齢
者

の
発
病
が
増
え
て
い
ま
す
。

■
発
病
し
て
も
・
・
・

も
し
、
発
病
し
て
も
医
師
の
指
示
通
り

毎
日
薬
を
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。
無
治
療
で

い
る
と
50
％
程
度
の
方
が
亡
く
な
っ
て
し

ま
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
は

医
療
の
進
歩
も
あ
り
、
そ
こ
ま
で
高
い
割

合
で
亡
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
検
査
を
し
ま
し
ょ
う

2
週
間
以
上
、
咳
が
続
く
と
き
は
検
査

や
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う

①
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
、Q
F
T
検
査

結
核
菌
感
染
の
有
無
を
知
る
一
つ
の
検

査
法
で
す
。
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
だ
け
で

は
、
結
核
菌
に
感
染
し
た
か
類
似
の
菌
に

感
染
し
た
か
、
B
C
G
接
種
の
影
響
で

あ
る
か
の
判
断
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
よ
り

精
度
の
高
い
検
査
に
Q
F
T
検
査
が
あ

り
ま
す
。

②
胸
部
Ｘ
線
検
査

Ｘ
線
撮
影
で
、
白
く
映
る
影
が
あ
れ
ば
な

ん
ら
か
の
異
常
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

③
喀
痰
検
査

痰
を
顕
微
鏡
で
見
て
細
菌
を
調
べ
た
り

菌
の
一
部
を
培
養
し
た
り
し
て
、
菌
の
種

類
を
見
極
め
ま
す
。

■
定
期
健
診
、
早
め
の
受
診
を

・
咳
が
2
週
間
以
上
続
く

・
痰
が
出
る
（
痰
に
血
が
混
ざ
る
）

・
体
が
だ
る
い

・
微
熱
が
続
く

風
邪
か
な
？
と
思
う
上
記
の
よ
う
な
症

状
が
長
く
続
く
よ
う
な
ら
ば
、
必
ず
診
察

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

自
分
自
身
の
健
康
を
ま
も
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
族
や
友
人
な
ど
へ
の

感
染
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
大
切
で
す
。

乳幼児を子育て中のみなさんへ

子育て支援センターはみなさんの子育てを応援します。
子育ての不安を少しでも解消し、同年代の子どもを

もつ親同士、楽しい交流の場として支援センターを利用して
下さいね。お待ちしています！

遊びは心の栄養です！親子で楽しく遊んで
心を満たしてあげましょう！

開　　設　　日
子育て
悩み事相談

月曜日
（要予約） ◇ 9:30～ 11:30

◇13:30～ 16:30ほっとルーム＆
子育て相談

火曜日　
～木曜日

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	 ①9:30～11:30　②13:30～15:00です。

園庭開放
（藤並保育所）

◆時間…第2木曜日10:00～ 11:00
　（9月・10月はお休み）

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0～1歳半 奇数月の第1金曜日（午前中のみ）

1歳半～就学前 偶数月の第2金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半～
◆場所…金屋文化保健センター１階
◆時間…第４水曜日9:30～ 11:00

■場所／子育て支援センター（藤並保育所２階）
☎ 090-7966-1697　　52-5474［FAX 兼用］

子育て支援センターだより子育て支援センターだより

子育てワンポイントアドバイス
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◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
 医療費状況

区　　分 国民健康保険
加入者数（26 年 6 月末） 9,345  人

6 月支払額 3 億 1,797 万  円

26 年度の累計 9 億 7,131 万  円

1 人当たりの医療費（6 月） 34,026  円

25 年度 1 人当たりの医療費（月） 32,994  円

25 年度 1 人当たりの医療費（年） 395,933  円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

　 9月 1日（月）／清水保健センター
　 9月 4日（木）／金屋文化保健センター
　 9月 11日（木）／金屋文化保健センター
　 9月 18日（木）／金屋文化保健センター
　 9月 25日（木）／金屋文化保健センター
　10月 6日（月）／清水保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診［平成 26年 5月生まれ］
　 9月 30日（火）13:00 ～　金屋文化保健センター
10 カ月児健診
　［平成 25年 10月生まれ］
　 9月 2日（火）13:00 ～　金屋文化保健センター
1 歳 6カ月児健診
　［平成 25年 1月生まれ］
　 9月 17日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター
2 歳児健診
　［平成 24年 6月生まれ］
　 9月 24日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター
3 歳 6カ月児健診
　［平成 23年 1月 16日～ 2月生まれ］
　 9月 10日（水）12:45 ～金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

　 9月 1日（月）「絵本の読み聞かせ」
　10月 6日（月）「親子遊び」
■場所／清水保健センター

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

9月30日（火）　9:30～11:00　清水保健センター
　「お店屋さんごっこ」

検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

9 月 28日（日）
　8:00 ～ 9:00 ／金屋文化保健センター
　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

9 月 2日（火）清水保健センター
9 月 3日（水）金屋文化保健センター

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

金屋農村センター
　【20:00 ～ 21:00】
　 9月 11日（木）
　ウエスト引きしめエクササイズ
　【14:00 ～ 15:00】
　 9月 26日（金）
　若返り、リンパエクササイズ

粟生小学校体育館
　【19:30 ～ 20:30】
　 9月 4日（木）
　ウエスト引き締めエクササイズ
　10月 2日（木）
　ウエスト引き締めエクササイズ

清水会館
　【14:00 ～ 15:00】
　9月 18日（木）ウエスト引き締めエクササイズ
■持参品／上履き、飲み物、　タオル
■参加費／無料

お身体大切に！あなたの健康を支えている国民健康保険
医療費は年々増えています。その内、自己負担額を除いた分の約3
割は国保税で、残りの国県町負担となる7割も元を正せば私たちの
税でまかなわれています。医療保険制度を守り、税負担を少なく．．。
私たちのちょっとした心がけで、その上昇をとめることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう（重複・頻回受
診などは、なるべく避けましょう）

2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
	 （ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～
11:00
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２‐
２
1
1
1

☎〜ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

最
近
生
ご
み
の
水
切
り
が
き
っ
ち
り
と

さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
ご
み
出
し
さ
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
で

は
集
積
場
に
集
め
ら
れ
た
他
の
ご
み
に
圧

縮
さ
れ
て
中
身
が
飛
び
出
す
こ
と
が
あ

り
、
収
集
業
務
の
妨
げ
や
衛
生
面
で
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
ま
り
に
ご
み
の
状
態
が
ひ
ど
い
場
合

は
ご
み
の
回
収
が
で
き
ま
せ
ん
。

水
切
り
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

使
用
済
み
の
乾
電
池
は
各
区
内
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
乾
電

池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
が
、
最
近
そ
の
ボ
ッ
ク
ス
に
乾
電
池

以
外
の
物
（
電
球
・
ラ
イ
タ
ー
・
空
き
缶
・

ボ
タ
ン
電
池
等
）
が
た
く
さ
ん
混
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
乾
電
池
を
袋
ご
と
捨

て
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
町
で
は
ボ
タ
ン
電
池
・
小
型
充
電
式
電

池
の
回
収
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
原
則
、

購
入
し
た
販
売
店
に
持
込
ん
で
い
た
だ
く

の
が
基
本
で
す
が
、
購
入
店
等
が
わ
か
ら

な
い
場
合
は
、
回
収
協
力
店
（
有
田
川
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
持
込
ん
で
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
一
施
策
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

補
助
制
度
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
着

工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
補
助
対
象
に

な
る
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、

町
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
情
報
提
供

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

■
太
陽
光
発
電
設
備
補
助
制
度

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
（
10 

kw
未

満
）
を
新
設
す
る
方
に
補
助
し
ま
す
。

※
中
古
品
は
除
く

□
対
象
者
／
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
方
で
、
本
年
度
中
に

電
力
会
社
と
電
力
需
給
契
約
を
結
ぶ
こ

と
が
で
き
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
自
ら
居
住
す
る

住
宅
に
設
備
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
個

人
②
町
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
、
設
備
を

設
置
し
た
住
宅
を
購
入
し
よ
う
と
す
る

個
人

□
補
助
額
／
最
大
出
力
１
kw
あ
た
り

2
万
5
千
円
、
限
度
額
10
万
円
（
モ

ジ
ュ
ー
ル
出
力
で
計
算
）

■
太
陽
熱
温
水
器
等
導
入
補
助
制
度

太
陽
熱
利
用
機
器
（
ソ
ー
ラ
ー
温
水
器

等
）
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
方
に
補
助
し

ま
す
。

※
中
古
品
は
除
く

□
対
象
者
／
太
陽
熱
利
用
機
器
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
個
人
ま
た
は
事
業
者

□
補
助
額
／
導
入
し
よ
う
と
す
る
機
器
費　

用
の
3
分
の
1
以
内
、
限
度
額
10
万
円

（
た
だ
し
貯
湯
槽
を
屋
上
に
設
置
す
る

タ
イ
プ
は
5
万
円
）

□
対
象
シ
ス
テ
ム
／
太
陽
熱
を
給
湯
ま
た

は
空
調
な
ど
に
利
用
す
る
設
備
で
未
使

用
品
に
限
る
。
サ
ン
ル
ー
ム
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
な
ど
は
除
く
。

生
ご
み
は
き
っ
ち
り
水
切

り
を
し
て
く
だ
さ
い

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
助
制
度

乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
乾
電

池
以
外
の
も
の
を
捨
て
な
い
で

8



人
権
だ
よ
り
　
105

7
月
12
日
（
土
）、清
水
文
化
セ
ン
タ
ー

に
於
い
て
人
権
映
画
会
「
そ
し
て
父
に
な

る
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方

か
ら
感
想
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

6
歳
ま
で
育
て
た
息
子
が
、
実
は
出
生

時
に
取
り
違
え
ら
れ
た
他
人
の
子
ど
も

だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
苦
悩
す

る
家
族
達
。
そ
の
苦
悩
の
中
で
親
と
し
て

成
長
し
て
い
く
様
子
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ

た
映
画
で
し
た
。

「
子
ど
も
に
と
っ
て
幸
福
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
」
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
大
人
の
身
勝
手
な
考
え
が
時
と
し
て

子
ど
も
の
心
を
無
視
し
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。相

手
が
小
さ
な
子
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

親
の
考
え
を
無
理
強
い
し
て
い
い
の
だ
ろ

う
か
。

主
人
公
の
父
親
は
仕
事
に
心
血
を
注

ぎ
、
家
庭
の
こ
と
・
子
育
て
の
こ
と
は
妻

任
せ
な
の
に
、
将
来
の
進
路
ま
で
考
え
た

言
動
。
も
う
一
方
の
父
親
は
、
主
人
公
の

父
親
と
は
う
っ
て
か
わ
っ
て
子
煩
悩
で

し
っ
か
り
と
遊
び
相
手
に
な
っ
て
あ
げ
、

腕
白
息
子
を
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
る
、
と

い
う
ふ
う
に
受
け
取
れ
ま
し
た
。

二
人
の
息
子
た
ち
の
気
持
ち
も
考
え

ず
、
ど
う
し
た
ら
血
の
つ
な
が
り
の
あ
る

子
を
自
分
の
家
に
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
あ
せ
る
親
。
そ
の
都
度
困
惑
す

る
子
ど
も
達
の
表
情
を
見
て
「
早
く
自
分

た
ち
の
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
よ
」

と
強
く
思
い
な
が
ら
観
ま
し
た
。
最
後
に

は
や
は
り
そ
れ
ま
で
の
親
の
元
で
暮
ら
す

こ
と
に
な
り
本
当
に
安
心
し
ま
し
た
。

こ
の
映
画
の
感
想
を
書
か
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
私
も
自
分
の
子
ど
も
達
に
親

と
し
て
無
理
な
押
し
つ
け
を
し
て
き
て
い

な
か
っ
た
か
と
振
り
返
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

60
代
女
性

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

感
想今

日
の
映
画
は
い
か
が
で
し
た
か
？

○
感
情
移
入
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
感
動
的
な
作
品
で
し
た
。
自
分
の

子
ど
も
が
出
来
た
と
き
は
触
れ
あ
う
時

間
を
、
多
く
と
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

20
代
男
性

○
最
後
の
結
末
が
ハ
ッ
キ
リ
し
な
く
て
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
映
画
で
し
た
。で
も
、

感
動
し
ま
し
た
。

50
代
女
性

○
す
ご
く
考
え
さ
せ
ら
れ
な
が
ら
、
最
後

ま
で
観
た
映
画
で
し
た
。
答
え
は
、
ど

う
考
え
て
も
正
解
は
な
い
の
か
な
と
…

血
の
濃
さ
が
大
事
な
の
も
分
か
る
け

ど
、
何
が
大
切
な
の
か
は
違
う
し
、
親

は
子
を
選
べ
て
も
、
子
は
親
を
選
べ
な

い
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
。
子
ど
も
の
人

権
を
思
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
、
改

め
て
思
い
ま
し
た
。

50
代
女
性

お
知
ら
せ

9
月
18
日
（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所

を
開
設
い
た
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。

●
場
所
／
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
13
時
か
ら
16
時
ま
で

◎
9
月
8
日
（
月
）
～
14
日
（
日
）
は
、

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ

ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
で
す
。
高
齢
者

や
障
害
者
に
関
す
る
人
権
に
つ
い
て
何
で

も
相
談
で
き
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
法
務
局
の
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
日
頃
の
悩
み

を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0

　

受
付
時
間

・
9
月
8
日（
月
）～
12
日（
金
）

　

8
時
30
分
～
19
時

・
9
月
13
日（
土
）、
14
日（
日
）

　

10
時
～
17
時

＊
相
談
は
無
料
で
相
談
内
容
の
秘
密
は
守

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

和
歌
山
地
方
法
務
局
／
和
歌
山
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

人
権
映
画
会
「
そ
し
て
父
に
な
る
」を
見
て

■
人
権
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７
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こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

～様々な体験活動をとおして～
西ケ峯小学校

馬とのふれあい体験
そば打ち体験

生き物観察

八幡中学校

五西月小学校

　kisyuﾚﾝｼﾞｬｰ

「いなみかえるの宿」を中心に様々な体験活
動を行いました。子ども達は、親元を離れ、
農家の方々の温かい心を感じながら衣食住を
共にしました。また、労働して汗をかくこと
の大切さ、友達の存在の大きさ、感謝の気持
ちなど、貴重な学びを体得しました。

『高齢者福祉センター』と『特別養護
老人ホームしみず園』で福祉体験学習を
行いました。高齢者の方と会話や折り紙、
パズルなどの遊びをしていくうちに緊張
もほぐれ、人を労る大切さや難しさを学
ぶことができました。

森林の役割や重要性について理解を深
める紀の国緑育推進事業を行いました。
木工体験では、金屋町森林組合の方々

の丁寧な指導のもと、檜の独特な香り
楽しみながら世界に一つだけのオリジ
ナル本棚を作りました。
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図書館だより
○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）
○ち い さ な 駅 美 術 館　☎ 52 ─ 2580（直）

問
い
合
わ
せ

絵本原画展

「小さな駅美術館
～Ponte del Sogno ～」
尾崎眞吾原画展
　8 月 30 日（土）～ 9 月 26 日（金）

一 般 書
　小　説　

「アクアマリンの神様」 海堂尊著

「アンダーカバー秘密調査」 真保裕一著

「憎悪のパレード」 石田衣良著

「失踪都市」 笹本稜平著

「勁草の人」 高杉良著

「山女日記」 湊かなえ著

「棟居刑事の永遠の狩人」 森村誠一著

　くらし　

「冷蔵庫超片づけ術」 島本美由紀著

「紙袋おりがみ」 主婦の友社編

「実家のかたづけはじめました。」 堀口祐子著

「買い物依存症OLの借金返済・貯蓄実践ノート」
 西村優里著

　健　康　

「全身を激しい痛みが襲う線維筋痛症が
わかる」
 監修：岡 寛　監修：NPO 法人 線維筋痛症友の会

「スマホ＆タブレットで長生きできる！
病気を治す！」 アスキー書籍部編集

「糖尿病あなたに合った治療」 門脇孝著

「心臓リハビリ」 長山雅俊著

　子育て　

「産後、つらくなったら読む本」 やまがたてるえ著

「赤ちゃんの心と出会う」 仁志田博司著

「いじめない力、いじめられない力」 品川裕香著

「幼児・小学生のための身長をグングン
伸ばすための本」 加藤晴康著

「笠原将弘の子ども定食」 笠原将弘著

9 月の本棚
～お風呂と温泉をとことん楽しむ！～

「一度は行きたい！日本の絶景温泉」 洋泉社

「奇跡の湯ぶくぶく自噴泉めぐり」 篠遠泉著

「温泉とっておきの話」 海鳴社

「お風呂と脳のいい話」 茂木健一郎著

「お風呂 de ダイエット」 山崎まゆみ著

児 童 書
「おねしょのかみさま」 長谷川義史作

「だれのおよめさんに…？」 いもとようこ作

「10 歳からのお料理教室」 大瀬由生子作

「10 歳からのデジタル・シチズンシップ」
 清水譲治作

「勇者ライと 3 つの扉 1」 エミリー・ロッダ作

9 月の移動図書館
◇ 2 日（火）城山西小 13:00～13:40
◇ 3 日（水）安 諦 小 13:00～13:30　→　久野原小 14:15～14:30
◇ 5 日（金）こころの医療センター 14:30～15:00 → 西ヶ峯小 15:40～16:00
◇ 9 日（火）八 幡 小 13:00～14:00
◇10 日（水）石 垣 小 13:00～13:20
◇12 日（金）粟 生 小 13:15～13:45
◇17 日（水）田 殿 小 13:00～13:30
◇18 日（木）五西月小 12:50～13:20
◇19 日（金）こころの医療センター 14:30～15:00 → 西ヶ峯小 15:40～16:00
◇26 日（金）粟 生 小 10:25～10:45

9 月のおはなしマラソン
（絵本の読み聞かせ）
保育園児～小学校低学年対象
◎ちいさな駅美術館／ 6日（土）
◎金  屋  図  書  館／ 13日（土）
◎Ａ Ｌ Ｅ Ｃ／ 20日（土）
◎清水 C.C 図書室／ 27日（土）
　各会場 10：00～ 10：30
　（ALECは 10：30～ 11：00）

ＤＶＤ上映会
金屋図書館 10：00～
◎１４日（日）

忍たま乱太郎「忍術学園全員出動！の段」
◎２８日（日）藤城清治　銀河鉄道の夜
ちいさな駅美術館 16：00～
◎１７日（水）ころわんのおはなし

おひざで抱っこのおはなし会（わらべうた教室）　0～ 2歳児対象
◎金 屋 図 書 館／ 11日（木） 10:00～ 11:00

ブックラザ（親子創作造形遊び）　2～ 4歳までの親子対象
◎金 屋 図 書 館／ 25日（木） 10:00～ 11：00
　牛乳パックできしゃポッポ！「でんしゃにのって」

新 着 案 内 本の予約・受け取りは、どこの図書施設でも
できます。予約は、WEB からもできます。
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和
歌
山
県
内
に
お
い
て
、
エ
ア
ゾ
ー
ル

式
簡
易
消
火
具
の
破
裂
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
ご
家
庭
内
で
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡

易
消
火
具
を
お
持
ち
の
方
は
、
該
当
製
品

で
な
い
か
を
ご
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
該
当
製
品
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
客
様
相
談
窓
口
【
0
1
2
0
‐
8
0
1

‐
0
8
4　

受
付
時
間
は
9
時
～
17
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）】
に
相
談
し
、

廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
は
、
9
月
9
日
が
何
の
日
か
ご

存
じ
で
す
か
。

9（
き
ゅ
う
）と
9（
き
ゅ
う
）で「
き
ゅ

う
き
ゅ
う
の
日
」
で
す
。

「
救
急
の
日
」
は
、
救
急
業
務
及
び
救

急
医
療
に
対
し
て
皆
様
方
の
理
解
と
認
識

を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
救
急
医

療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
昭
和
57
年
に
定
め
ら
れ
、
毎
年
9

月
9
日
を
「
救
急
の
日
」、 

救
急
の
日
を

含
む
一
週
間
（
日
曜
日
か
ら
土
曜
日
）
を

「
救
急
医
療
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。【
本

年
は
9
月
7
日（
日
）～
9
月
13
日（
土
）】

と
し
て
、
全
国
各
地
に
お
い
て
救
急
に
関

す
る
様
々
な
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

当
消
防
本
部
に
お
い
て
も
、
9
月
7
日

（
日
）に
日
曜
救
急
講
習
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

突
然
の
事
故
や
病
気
な
ど
の
と
き
、
迅

速
な
１
１
９
番
通
報
を
行
い
、
救
急
隊
が
現

場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、
救
急
現
場
に

居
合
わ
せ
た
人
が
、
適
切
な
応
急
手
当
を

速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
傷
病
者

の
救
命
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

消
防
署
で
は
、
心
肺
蘇
生
法

を
学
ぶ
た
め
の
普
通
救
命
講
習

会
を
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
講
習
で
は
、
心
肺
蘇
生
法

の
実
習
を
基
本
と
し
、
A
E
D

の
使
用
方
法
を
習
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
講
習
時
間
は
、

約
3
時
間
で
窒
息
に
対
す
る
処

置
や
止
血
法
等
も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

身
近
な
家
庭
等
で
お
こ
る
突

然
の
心
肺
停
止
。
大
切
な
人
を

救
え
る
の
は
、
そ
ば
に
い
る
ご

家
族
や
ご
友
人
、
そ
し
て
あ
な

た
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
普
通
救
命
講
習

を
受
講
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

火　
　

災
…
…
…
…
…
6
件

　

救　
　

急
…
…
…
6
2
0
件

　

救　
　

助
…
…
…
…
…
7
件

（
平
成
26
年
6
月
30
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

今
年
の
出
動
等（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「法律で全ての住宅に火災警報器の設置が義務付けられています。」

破
裂
の
お
そ
れ
が
あ
る
エ
ア
ゾ
ー

ル
式
簡
易
消
火
具
に
つ
い
て

ヤマトボーイ KT FM ボーイ k
製造ロット番号 品質保証期間 製造ロット番号 品質保証期間
KO331 2005.01 KN301 2005.02
KO331 2005.02 KN322 2005.02
KN326 2005.02 KD319 2005.03
KD317 2005.03 K1425 2005.04
K1426 2005.04 K2408 2005.05
K2407 2005.05 K2421 2005.05
K2420 2005.05 K3406 2005.06
K3407 2005.06 K3418 2005.06
K3419 2005.06 K4423 2005.07
K4422 2005.07 K7425 2005.10
K7424 2005.10

製造ロット番号と品質保証期間は、
缶底に表示しています。

廃棄処分の仕方については、ヤマ
トプロッテック（株）ホームページ

（http://www.yamatoprotec.co.jp/）
で確認してください。

エアゾール式簡易消火具がヤマトプロテック（株）
の「ヤマトボーイ KT」もしくは「FM ボーイ k」のうち、
下表に該当するものでないか確認してください。
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有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ

研修会の
お知らせ

☎
３２－５１０２（吉備・金屋）
２５－１２６９（清水事業所）

地域包括支援センターは、金屋と清水
の２ヶ所で介護予防等の相談に応じて
います。
最寄りの事業所にご連絡ください。

平成 26 年度第 3 回 地域ケア研修会

認知症ケアシンポジウム開催！
～認知症になっても暮らしやすい町、有田川町をめざして～

入場
無料

も
し
私
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
、
そ
の
時
家
族
は
？
　

私
は
、
家
族
は
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
？

有
田
川
町
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
？

も
し
家
で
生
活
で
き
な
く
な
っ
た
ら
、
ど
ん
な
所
で
暮
ら
す
の
？

い
つ
誰
が
認
知
症
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
不
安
…

で
も
、
み
ん
な
が
分
か
り
合
い
、
助
け
合
え
れ
ば
…

１	 伊藤百合子氏
	 （介護者家族）	 「認知症の義父を介護した家族の経験」
２	 山戸眞由美氏
	 （板尾区民生委員）	 「清水地域の認知症ケアについて」
３	 山本百代氏
	 （居宅介護支援事業所オリーブケアマネジャー）	「キャラバンメイトの活動について」
４	 小林千尋氏
	 （こころの医療センター看護師長）	「外来診療場面での対応関わりについて」
５	 坂田耕佑氏
	 （グループホームきびの里管理者）	「すこやかに過ごしていただくための

きびの里での取り組み」
６	 抜井芳子氏
	 （特別養護老人ホーム寿楽園施設ケアマネジャー）	「特別養護老人ホームでの認知症ケア」

コーディネーター：野田倫代医師（野田医院院長）

と　き

場　所

対象者

申込み

9月 17日（水）13：30〜 15：30

金屋文化保健センター 2階　文化ホール

認知症に関心のある方どなたでも

有田川町地域包括支援センター　32-5102
　　　　〃　　　　清水事業所　25-1269 まで
※当日の参加もOKです。

シンポジスト
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まちのデータ
（平成 26 年 7 月 31 日現在）

人口 27,477 人

男 12,916 人

女 14,561 人

10,367 世帯

交通事故発生件数
（7月中、物損、高速含む）

有田川町 77 件
死者 0 人　負傷 16 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52－ 5356
Ａ Ｌ Ｅ Ｃ 52－4730

環 境 セ ン タ ー 52－5384
プラスチック収集場 52－ 7855
休 日 急 患 診 療 所 52－4882
有 田 聖 苑 52－3055
子育て支援センター {52－ 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52－ 8744

相 

談

◆
◆
◆

9
月
の
行
政
相
談

●
9
月
18
日（
木
）

・
安
諦
地
区
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

　

9
時
～
11
時
30
分

・
沼
区
民
セ
ン
タ
ー　

13
時
～
15
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
／
清
水
行
政
局
総
務
政
策

室警
察
相
談
の
日

9
月
11
日（
木
）
は
、
警
察
相
談
の
日

で
す
。
ス
ト
ー
カ
ー
や
D
V
、
悪
質
商

法
、
近
隣
な
ど
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
普
段

の
生
活
の
安
全
や
平
穏
に
関
わ
る
様
々
な

悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
を
抱
い
て
い
ま
せ

ん
か
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
警
察
相

談
専
用
電
話
や
湯
浅
警
察
署
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
直

接
相
談
さ

れ
た
い
方

は
、
警
察

署
の
相
談

窓
口
、
最

寄
り
の
交

番
・
駐
在
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
事
件
、

事
故
な
ど
緊
急
通
報
は
、
1
1
0
番
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

警
察
相
談
専
用
電
話
☎
♯
9
1
1
0

　

湯
浅
警
察
署
☎
６
４
―
0
1
1
0

  

給
付
金

◆
◆
◆

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
」申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

平
成
26
年
4
月
か
ら
消
費
税
率
が
5
％

か
ら
8
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
低
所
得
者
及
び
子
育
て
世
帯
に
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象
と
思
わ
れ
る
方

に
は
6
月
末
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
お
手
元
に
申
請
書
の
あ
る
方
は
必
要

事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、

お
早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
必
ず
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
内
に
提
出
で
き
な
い
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

受
付
期
間
：
10
月
1
日（
水
）
ま
で
（
受

付
期
間
中
の
第
2
土
曜
日
・
第
2
日
曜
日

は
吉
備
庁
舎
・
金
屋
庁
舎
・
清
水
行
政
局

に
て
受
付
を
行
い
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課

募 

集

◆
◆
◆

第
8
回
有
田
川
町
観
光
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集
中

有
田
川
町
観
光
協
会
で
は
、
第
8
回
有

田
川
町
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を

募
集
中
で
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
有
田

川
町
の
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
」。

あ
な
た
が
撮
影
し
た
、
有
田
川
町
の
ベ

ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

※
テ
ー
マ
以
外
の
一
般
作
品
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

●
応
募
締
切
／
平
成
26
年
9
月
30
日（
火
）

必
着

●
応
募
資
格
／
未
発
表
作
品
に
限
り
ま

す
。
な
お
、
被
写
体
が
人
物
の
場
合
、

肖
像
権
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

●
応
募
サ
イ
ズ
／
カ
ラ
ー
ワ
イ
ド
四
つ
切

判
（
2
5
4
ミ
リ
×
3
6
8
ミ
リ
）

ま
た
は
カ
ラ
ー
四
つ
切
判
（
2
5
4
ミ

リ
×
3
0
5
ミ
リ
）
※
規
定
サ
イ
ズ
以

外
の
作
品
・
画
像
加
工
し
た
作
品
は
無

効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
応
募
点
数
／
お
一
人
さ
ま
2
点
以
内

●
撮
影
エ
リ
ア
／
有
田
川
町
内
に
限
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
有
田
川
町
観
光
協
会
事

務
局
（
金
屋
庁
舎
商
工
観
光
課
内
）
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防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
募
集
種
目

①
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）［
18
歳
以
上
27

歳
未
満
］

②
自
衛
官
候
補
生（
女
子
）［
18
歳
以
上
27

歳
未
満
］

③
一
般
曹
候
補
生［
18
歳
以
上
27
歳
未
満
］

④
航
空
学
生［
高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
］

⑤
防
衛
大
学
校
学
生
［
高
卒
（
見
込
含
）

21
歳
未
満
］

⑥
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
［
高
卒

（
見
込
含
）
21
歳
未
満
］
⑦
防
衛
医
科

大
学
校
看
護
学
科
学
生
［
高
卒
（
見
込

含
）
21
歳
未
満
］

●
受
付
締
切

①
随
時
受
付
②
～
④
9
月
9
日（
火
）
⑤

～
⑦
9
月
30
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
／
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協

力
本
部
有
田
募
集
案
内
所

☎
８
２
―
6
6
3
1

案 

内

◆
◆
◆

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）

を
含
む
電
気
機
器
を
使
用
ま
た

は
保
管
し
て
い
な
い
か
、
点
検
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
！

有
害
な
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル（
P
C
B
）

を
含
む
電
気
機
器
（
ト
ラ
ン
ス
、
コ
ン
デ
ン

サ
、
照
明
用
安
定
器
な
ど
）
を
使
用
ま
た

は
保
管
し
て
い
る
場
合
は
、
P
C
B
特
別

措
置
法
に
基
づ
き
届
け
出
が
必
要
で
す
。

あ
な
た
の
事
業
所
の
電
気
室
、
キ
ュ
ー

ビ
ク
ル
、
保
管
倉
庫
な
ど
を
点
検
し
て
く

だ
さ
い
。届
出
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

た
だ
ち
に
届
出
を
行
う
と
と
も
に
、
適
正

に
保
管
・
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
県
庁
循
環
型
社
会
推
進
課

　

☎
０
７
３
―
４
４
１
―
２
６
９
２

　

各
県
立
保
健
所
（
支
所
）

下
水
道
へ
の
早
期
つ
な
ぎ
込
み
に

つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
・
役
割
を
も
つ
下
水

道
で
す
が
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
利
用
し

て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
そ
の
力
を
発
揮
で

き
ま
せ
ん
。
特
に
、
く
み
取
り
便
所
や
単

独
浄
化
槽
を
ご
使
用
の
場
合
は
、
生
活
雑

排
水
（
お
風
呂
や
台
所
な
ど
の
排
水
）
が

そ
の
ま
ま
川
や
海
へ
流
れ
て
い
る
た
め
、
川

や
海
の
汚
れ
、
側
溝
な
ど
の
悪
臭
の
主
な

原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
下
水
道
へ
つ
な
ぎ

込
む
こ
と
に
よ
り
、
家
の
周
り
の
汚
れ
た

水
が
な
く
な
り
、
害
虫
や
伝
染
病
の
発
生

を
防
ぎ
、
ま
た
、
悪
臭
も
無
く
な
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
に
は
、
こ
の
き
れ
い
な
川

や
海
を
守
り
、
次
の
世
代
へ
渡
し
て
い
く

責
任
が
あ
り
ま
す
。
公
共
下
水
道
に
は
接

続
義
務
が
あ
り
ま
す
。

下
水
道
（
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排

水
事
業
）
が
利
用
で
き
る
方
で
、
下
水
道

に
つ
な
ぐ
工
事
（
排
水
設
備
工
事
）
が
ま

だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
一
日
も
早
く
工

事
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課

か
な
や
明
恵
峡
温
泉
よ
り
お
知
ら
せ

９
月
11
日（
木
）
は
臨
時
休
業
い
た
し
ま
す

か
な
や
明
恵
峡
温
泉
は
、
９
月
11
日

（
木
）
臨
時
休
業
い
た
し
ま
す
。

９
月
12
日（
金
）
は
定
休
日
で
す
の
で
、

９
月
11
日
と
９
月
12
日
の
２
日
間
休
業
に

な
り
ま
す
。

い
つ
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
お

客
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

９
月
13
日
よ
り
通
常
営
業
い
た
し
ま
す

の
で
、
従
業
員
一
同
心
よ
り
皆
様
の
お
越

し
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
か
な
や
明
恵
峡
温
泉　

☎
０
７
３
７
‐
３
２
‐
５
５
２
６

献
血

9
月
の
献
血　

9
月
24
日（
水
）

○
有
田
川
町
消
防
本
部
吉
備
金
屋
消
防
署　

9
時
30
分
～
10
時
45
分

○（
株
）
松
源
吉
備
店

12
時
30
分
～
14
時

○
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー15

時
～
16
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課
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は
前
日
の
17
時
ま
で
に
清
水
行
政
局
ま

で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
回
収
日
程

10
月
8
日（
水
）
午
前
11
時
45
分
ま
で

申
込
期
限
10
月
1
日（
水
）

11
月
12
日（
水
）
午
前
11
時
45
分
ま
で

申
込
期
限
11
月
5
日（
水
）

12
月
10
日（
水
）
午
前
11
時
45
分
ま
で

申
込
期
限
12
月
3
日（
水
）

1
月
14
日（
水
）
午
前
11
時
45
分
ま
で

申
込
期
限
1
月
7
日（
水
）

3
月
11
日（
水
）
午
前
11
時
45
分
ま
で

申
込
期
限
3
月
4
日（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
／
金
屋
庁
舎
健
康

推
進
課

10
月
1
日（
水
）
よ
り
有
田
川
町
指

定
金
融
機
関
が
「
あ
り
だ
農
協
」
に

変
わ
り
ま
す
。

10
月
1
日（
水
）
よ
り
、
紀
陽
銀
行
か

ら
あ
り
だ
農
協
に
変
更
し
ま
す
。

な
お
、指
定
金
融
機
関
が
変
わ
っ
て
も
、

有
田
川
町
の
税
金
や
使
用
料
等
の
納
付
場

所
に
つ
い
て
は
、
変
更
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の

で
、
従
来
ど
お
り
紀
陽
銀
行
で
も
納
付
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
会
計
課

良
い
食
生
活
を
す
す
め
る
た
め
の

グ
ル
ー
プ
講
習
会
（
料
理
）

有
田
川
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

（
金
屋
支
部
）
で
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、

生
活
習
慣
病
予
防
、
生
活
の
質
の
向
上
の

た
め
の
料
理
講
習
会
（
生
涯
骨
太
ク
ッ
キ

ン
グ
）
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
9
月
29
日（
月
）
受
付
9
時
～

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階

栄
養
指
導
実
習
室

●
対
象
者
／
有
田
川
町
内
に
お
住
ま
い
の

食
生
活
に
関
心
の
あ
る
方（
30
名
程
度
）

●
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク

●
参
加
費
／
無
料

●
申
込
締
切
日
／
9
月
19
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
／
金
屋
庁
舎
健
康

推
進
課

大
腸
が
ん
検
診
日
程
追
加
に
つ
い
て

大
腸
が
ん
検
診
の
日
程
を
追
加
し
ま

す
。
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
申
込
は
事
前
に
電
話
で
金
屋
庁
舎
健
康

推
進
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
申
し
込

み
の
あ
と
検
便
容
器
と
問
診
票
を
お
送

り
し
ま
す
。

●
健
診
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
回
収
の
時
間
に

合
わ
せ
る
た
め
、
回
収
日
の
当
日
8
時

30
分
か
ら
11
時
45
分
ま
で
に
検
便
を
金

屋
庁
舎
健
康
推
進
課
ま
で
ご
持
参
く
だ

さ
い
。（
吉
備
庁
舎
で
の
取
り
扱
い
は

で
き
ま
せ
ん
）
清
水
行
政
局
管
内
の
方
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○
場
所
／
吉
備
中
学
校
体
育
館

○
内
容
／
松
原
の
ぶ
え
さ
ん
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
・
天
龍
地
そ
ら
さ
ん
、
市
川
昇

さ
ん
、
梅
沢
菊
之
助
さ
ん
に
よ
る
舞
踊

シ
ョ
ー

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課

税 

金

◆
◆
◆

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
第
2
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
3
期
の
納
付

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
第
2
期
分
、

国
民
健
康
保
険
税
第
3
期
分
の
納
期
限

は
、
9
月
30
日
（
火
）
で
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
そ
の
日
数
に
応

じ
て
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

忘
れ
の
な
い
よ
う
に
金
融
機
関
等
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課
・
金

屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・
清
水
行
政

局
住
民
福
祉
室水 

道

◆
◆
◆

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

9
月
の
水
道
料
金
の
お
支
払
い
期
限

は
、
24
日（
水
）
で
す
。
口
座
振
替
の
お

客
様
は
、
預
金
残
高
の
確
認
を
お
忘
れ
な

く
！

■
問
い
合
わ
せ
／
水
道
課

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共

済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉

の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制

度
で
す
。こ
の
制
度
は
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と

な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ

の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や

め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職

金
制
度
で
す
。

●
加
入
で
き
る
事
業
主
／
建
設
業
を
営
む
方

●
対
象
と
な
る
労
働
者
／
建
設
業
の
現
場

で
働
く
人

●
掛
金
／
日
額
３
１
０
円

●
特
長
／
国
の
制
度
な
の
で
安
心
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
は
簡
単
で
す
。
経
営
事
項

審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。
掛
金

は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法
人
は

損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ

れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間

を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
建
退
共
和
歌
山
支
部

　

☎
０
７
３
６
―
２
２
―
２
２
０
３

吉
備
地
区
敬
老
会

○
日
時
／
９
月
28
日（
日
）
午
後
１
時
か
ら
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こ
の
変
わ
っ
た
形
の
土
器
は
、何
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

高
さ
は
45
セ
ン
チ
と
比
較
的
大
き
な
も
の
で
、
上
に
も
下
に
も

口
が
開
い
て
お
り
、
物
を
入
れ
た
り
、
た
く
わ
え
た
り
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
三
角
形
や
四
角
形
の
穴
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
表
面
は
波
形
の
細
か
な
模
様
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
土
器
は
、
高
速
道
路
の
四
車
線
化
工
事
に
伴
う
野
田
地

区
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
今
か
ら

お
よ
そ
１
６
０
０
年
前
（
古
墳
時
代
）
に
作
ら
れ
た
須す

恵え

器き

の

器き

台だ
い

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
上
部
に
壺
な
ど
を
の
せ
る
台
の

役
割
を
は
た
し
た
土
器
で
、
日
常
的
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
祭
り
や
儀
式
な
ど
に
使
わ
れ
た
特
別
な
土
器
で
し
た
。

須
恵
器
と
は
、
青
灰
色
を
し
た
硬
い
土
器
の
こ
と
で
、
古
墳

時
代
に
朝
鮮
半
島
か
ら
新
た
に
伝
わ
っ
た
技
術
で
つ
く
ら
れ
た

焼
き
物
で
す
。そ
れ
ま
で
の
日
本
に
は
、野
焼
き
で
焼
い
た
赤
っ

ぽ
い
素
焼
き
の
や
わ
ら
か
な
土
器
だ
け
で
し
た
が
、
須
恵
器
は

ロ
ク
ロ
を
用
い
て
成
形
さ
れ
、
斜
面
を
利
用
し
て
築
か
れ
た
登

窯
で
1
0
0
0
℃
を
超
え
る
高
温
で
焼
か
れ
た
た
め
、
硬
く
、

水
漏
れ
の
な
い
土
器
を
作
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

野
田
地
区
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
の
土
器
は
、
日
本
で
須

恵
器
が
つ
く
ら
れ
始
め
た
初
期
の
も
の
で
、
破
損
が
少
な
く
、

貴
重
な
も
の
で
す
。

実
物
は
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

度
、
住
民
の
皆
様
に
古
代
の
文
化
財
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
機
会

と
し
て
、
実
物
に
忠
実
に
作
り
上
げ
た
立
体
土
器
パ
ズ
ル
を
作
製
し
ま

し
た
。
9
月
よ
り
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
体
験
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

野
田
地
区
遺
跡
出
土
の
土
器

パ
ズ
ル
が
で
き
ま
し
た

番
外
編

土器パズル（左）と実物の土器（右）

●
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